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まとめ 

本研究では，流し掛け水車方式の表層潮流発電シス

テムを用いたフィールド試験にて，特に低回転域にお

ける発電性能について評価した．その結果，本システ

ムの改良により生涯発電電力量と等価以下のコストで

製造，運搬・据付さらに廃却までの全工程を賄える可

能性が示唆され，以下の知見と指針を得た． 

 

(1) 曳航時は曳航速度の 1.7倍程度の流入速度である． 

(2) 描泊時は周囲潮流速度の約 0.5 倍程度の流入速度

である． 

(3) 本実験の範囲では，発電可能な最低潮流速度は 0.8 

[kt] 程度であり，この下限速度は発電負荷トルクに

よって変化することが推察された． 

(4) 発電出力を求める実験式と実験現場の簡便な潮流

モデルにより供試システムの月間発電電力量は約

550 [kWh]（図 1）と推算され，普及型の家庭用 PV

と同等の発電性能であることが理解された． 

(5) 表層潮流発電システムを普及可能なものとするた

めには長寿命化と大規模化のほかに，現場での設

計変更を許容する工程計画の実現や，新素材・新

技術によるサブシステムの換装を誘導する保険や

投融資制度の確立が望まれる． 
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月間で約 550 [kWh] 

図 1 推定月間発電電力量 


